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防災のプロフェッショナルは、どの
ようにまちの安全を守っているの？

消防設備の工事から最新ドローンでの点
検まで、総合的に地域の安全を支えます
私たちは、火災報知器や消火設備といった消防設備の工事を行って
います。設置後も、それらがいつでも正しく使えるように定期的な保
守点検も欠かしません。さらに、消火器などの防災グッズも販売して
います。最近では、人が入りにくい場所もドローンを使って安全に調
査するなど、最新技術でみなさんの暮らしの安心を守っています。 ドローンでの調査の様子
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消防設備工事
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どんな仕事を
しているの？

火事などの災害から人々の命と財産を守
るため、万が一の事態に備えています

もしもの時に命を守る消防設備の設置工事で、
建物の安全性を高めるお手伝いをします

消防設備の工事 消防設備の保守点検 防災グッズの販売
施設の規模に応じて、スプリンクラーを取
り付ける工事をしたり、学校やマンション
にある避難装置を設置したりしています。

設置した防災設備が、いざという時に確実
に作動するように、定期的に点検やメンテ
ナンスを行う大切な仕事です。

消火器や住宅用火災報知器、非常持出袋
など、家庭で備えておきたい防災グッズを
取りそろえ、販売しています。

火事が起きた時に初期消火を行う消火設備や、危険をいち早く知らせる
火災報知器、そして安全に逃げるための避難器具などを、さまざまな建物
に設置しています。私たちは専門的な知識と技術を活かして、万が一の災
害時に建物にいる全ての人が安全に避難できるよう、確実な工事を行っ
ています。みなさんが安心して過ごせる環境づくりに貢献しています。

消防設備って
どんなものがあるの？

家や学校、病院や商業施設などにある、
さまざまな設備を紹介します

煙や熱で火事を感知し、大きな音
や声で知らせる装置です。危険を
いち早く知らせ、人々が安全に避
難するための時間を確保します。

火事が起きた初期段階で、火を消し止
めるための設備です。スプリンクラー
や消火器などがあり、被害が広がるの
を防いで人々の安全を守ります。

災害で避難する時、最低限必要なも
のをまとめた袋です。水や食料、懐中
電灯などを入れ、すぐに持ち出せる
場所に準備しておくことが大切です。

火事などの災害時に、安全に建物の
外へ逃げるための器具。避難はしごや
出口を示す誘導灯などがあり、人々が
安全に避難できるよう助けます。

火災報知器消火設備

非常持ち出し袋避難器具

消火設備部 保守管理部
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Q.どんな仕事をしていますか？ Q.どんな仕事をしていますか？

Q.この仕事のやりがいは？ Q.この仕事のやりがいは？

私は水系消火設備の設計・施工管理・消防
申請書類の作成などの業務を主に行って
います。水系消火設備とは、みなさんの身
近にある消火栓やスプリンクラーなどで
す。新築から、改修工事、さまざまな規模の
建物の消火設備の工事に携わります。

私は建物に設置してある消火器等の消防設
備が、正しく作動するか、不備がないか等の
点検を行います。消火器・自動火災報知設備・
避難器具等たくさんの種類がありますが、点
検すべき項目を把握し、問題があればすぐに
見つけ対処するような仕事を行っています。

自分が設計した設備が完成し、無事にお客
さまに引き渡せたときやりがいを感じます。
特に、建物の修繕は緊急を要するため、迅
速な対応でお客さまに喜ばれることも多い
です。みなさんの安心・安全を守るために、
日々責任感を持って業務にあたっています。

消防設備士の仕事は、単なる技術的な作
業にとどまらず、人命を守るという社会的
な使命感も強く持つことができます。自分
の仕事が人々の生活にどのように貢献し
ているのかを実感することができ、やりが
いを感じる瞬間が多く存在します。

スプリンクラーの
取り付け工事って？

スプリンクラーの設置は消防法でルール
があります。設計から施工まで行います

スプリンクラーの設置義務は消防法
に定められています。設置工事をす
るにあたり、消防署への届出が必要
です。工事に必要な図面や表などの
書類を準備し、消防署に提出します。

スプリンクラーは、建物の種類や面
積、階層によって設置する場所や数
が異なります。部屋の大きさを測っ
て、必要な数や、設置する場所を計
算して決めます。

消防署に必要書類を提出設置する場所や数を決める

作成した図面をもと
に、位置に合わせて
水が溜まるよう配管
を設置します。

スプリンクラーを取
り付け、ポンプユニッ
トや配管と連結させ
ます。

正常に稼働するかを
確認し、工事が終了
したことを消防署に
報告します。

配管工事 スプリンクラーを
取り付ける

消防署に設備設
置届を提出
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